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新型コロナウイルス
感染拡大予防のために
今年度中止した事業

・市民講座「森林療法講座」(５・６・７月）

・市民講座「ガタタンづくり講座」(３月）

・リーダー養成講習会(青少年係/８月）
・通学合宿(９月）
・親子体験教室（エゾシカ肉コロッケを作ろう/１０月）

・女性大学のスペシャルクッキング(１２月）



新型コロナウイルス感染拡大対策をして
開催した事業

・芦別市高齢者大学

・芦別市女性大学

・通常4月開講を7月に、年間開催回数を２０回から１６回に減らし特別授業（図書館ガーデニング、異世代交流等）を中止
・遠足、新年交流会、卒業祝賀会等飲食を伴うもの中止
・１回の授業に参加する人を２０名程度にするため、通常午前・午後で２プログラムを開催していたものを受講者を半分に
分け午前と午後で同じプログラムで受講生数を調整。午前・午後で受講生を分ける事により、開催会場で昼休みにみんな
で食べていた昼食をとらないように工夫。昼休みの会場利用を禁止した。

・通常５月開講を7月に、年間開催回数を１８回から１４回に減らし特別授業（異世代交流等）を中止
・遠足等飲食を伴うもの中止
・１回の授業に参加する人を２０名程度にするため、通常午前・午後で２プログラムを開催していたものを受講者を半分に
分け午前と午後で同じプログラムで開催し会場に入る受講生数を調整。午前・午後で受講生を分ける事により、開催会場
で昼休みにみんなで食べていた昼食をとらないように工夫。昼休みの会場利用を禁止した（が、残念ながら午前と午後の
人が昼休みに集まってランチしているのを確認している）。



新型コロナウイルス
感染拡大予防をしながら
なにかできる事はないのか・・・



市民の学びの機会を減らして
良いものなのか・・・



コロナ禍でも社会教育に
できる事とは・・・



１０年位前から小学生向けの
チラシで活躍している
「ガタタンのようせいがっタン」たちを
ぬいぐるみにして
「新北海道スタイル」とかの
チラシをつくれば
子ども達が親しみやすく
なるのでは？？？？

土曜日の居場所づくり事業レッツチャレンジ募集チラシ



手作りしてみました。

試作１号 試作２号

作ったもの
がっタン・ブラックダイヤ―・どんぐり犬
ぬいぐるみ・パペット各１個ずつ

自宅でちくちく 職場でちくちく



まずは市内小中高校の児童・生徒に
「新北海道スタイル」のチラシを配布



「仮想」リーダー養成講習会の
チラシを作成して対象学年の児童生徒に配布

青少年係作成



ヴァーチャル通学合宿の
チラシを作成して対象学年の児童に配布



配布したチラシは好評！
このほかに試食を伴う事業の
代わりになること・・・



社会教育主事 水上 由紀

そう だ！

ちょ う ど市の公式YouTubeも

始まったことだし 、

試食を伴う 講座を開催できないなら

調理するところの動画を

配信したらいいんじゃない？



健康推進係の管理栄養士と
食育担当保健師、
You Tube担当職員と協力して
「ガタタンつくったよ」の
動画を制作・配信







市民から
「お嫁さんが動画を見て
作ってくれておいしかった」
「家で初めて作ったよ」
「親子で挑戦してみて思ったより
簡単でびっくりした」などなど
嬉しい感想が寄せられています。



北海道新聞さんとNHKさんに
取り上げていただきました。



おうち時間がいつもより
長い今、
皆さんもぜひ動画を見て
美味しい「ガタタン」を
作ってみてください。
絶対損はさせません！



おし まい

以上が芦別市の取り組みです。

３ 月に「 エゾシカ肉カレー」 の動画も

配信する予定なのでそちらもよろし く ！


